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 洋上アルプス №243 

平成２７年度 屋久島世界遺産地域連絡会議幹事会（第1回） 開催 

 今年度も当

センター職員

実行による有

害鳥獣捕獲が

始まり5月 11

日から笠松式

くくり罠を設

置しました。 

 昨年は、屋

久島森林管理署と当センターで合計384頭捕

獲（島内全体では３年連続４千頭以上）して

います。また、屋久島の関係機関（森林管理

署、屋久島町及び猟友会）がシカ対策推進協

定を締結し地域全体でシカ個体数の調整に

取り組んでいます。 

 センターではシカの捕獲向上に当たり、通

り道や出没の多い箇所にくくり罠を設置し、

カラスザンショウ、ガジュマル等を誘因用餌

として活用しています。なお、当センターＨ

Ｐでは「ヤクシカ好き嫌い植物図鑑」を掲載、

採食植物190種、不採食植物31種などを説明

しています。 

罠にかかったヤクシカ 
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平成27年度 有害鳥獣捕獲を開始 

 平成27年度屋久島世界遺産地域連絡会議

第１回幹事会が、5月25日（月）に鹿児島森林

管理署会議室において開催されました。 

  主な議題として、山岳部の利用のあり方に

ついて、環境省から縄文杉周辺の整備（北側

及び南側の代替デッキ設置等）については、

平成27年度予定の説明が行われました。ま

た、利用の適正化に向けた検討及び利用モニ

タリングの実施については、平成26年度に実

施した利用モニタリング予備調査の結果等

について報告があり、平成26年度の結果を踏

まえ平成27年度のモニタリング調査計画の

説明が行われました。 

 次に、屋久島

世界遺産地域に

おける平成26年

度の事業実績と

平成27年度の事

業 計 画 に つ い

て、各機関から

説明が行われました。    

 また、ヤクシカＷＧと特定鳥獣保護管理検

討委員会の合同開催の日程調整について事

務局より、屋久島町入島税検討会議の方針に

ついて屋久島町よりそれぞれ説明が行われ

ました。 

会議の様子 
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26年 27年 前年比

5月2日 ─ 366 ─

5月3日 384 815 +431

5月4日 1,016 933 -83            

5月5日 518 512 -6             

合計 1,918 2,626

日平均 639.3 753.3 ─

26年 27年 前年比

4月27日 427 347 -80            

4月28日 545 360 -185          

4月29日 417 380 -37            

4月30日 463 392 -71            

5月1日 425 509 +84

5月2日 437 656 +219

5月3日 555 817 +262

5月4日 844 821 -23            

5月5日 507 722 +215

5月6日 313 395 +82

合計 4,933 5,399 +466

日平均 493.3 539.9 +46.6

26年 27年 前年比

4月27日 260 144 -116          

4月28日 350 300 -50            

4月29日 333 353 +20

4月30日 125 180 +55

5月1日 207 244 +37

5月2日 181 278 +97

5月3日 258 400 +142

5月4日 581 343 -238          

5月5日 413 417 +4

5月6日 257 179 -78            

合計 2,965 2,838 -127          

日平均 296.5 283.8 -12.7         

白谷雲水峡

ヤクスギランド

縄文杉
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GW期間中における縄文杉登山者数と自然休養林入林者数 

*縄文杉登山者数の26年は３日間、27年は４日間の合計及び平均。 

*■：休日 

*縄文杉登山者数は屋久島山岳部利用対策協議会の調査、自然休養林入林者数は屋久島レクリエーションの森保護

管理協議会の調査による。 

梅雨期は、増水に注意 

 月に35日雨が降るといわれている屋久島！東京の

平均降雨量と比較すると平成26年は里地の宮之浦で

約3倍、ヤクスギランドなどの森林や山岳部では5～7

倍の10,000㍉以上にもなります。 

 昨年は大雨や台風等の影響によりヤクスギランド

で16日間、白谷雲水峡で７日間入山禁止が行われまし

た。また、白谷雲水峡では、増水の状況によってコー

ス内の規制を行うこともあります。これから梅雨本番

となりますのでご注意お願いします。 

平常時        増水時 
白谷雲水峡 

お問い合わせ先 

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会 

☎ ０９９７（４２）３５０８ 
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古くから大気汚染物質（酸性雨も含む）に因る森林環境への影響が世界各地で報告されています。

最近では、中国大陸が排出源のPM2.5の濃度上昇が大きな話題となり、越境してくる大気汚染物質へ

の関心が高まっています。 

 日本海および東シナ海に面した離島や高所では、大陸と

の間に物理的障害となる山岳が少なく、越境した大気汚染

物質が直接飛来します。北アルプスの立山や屋久島といっ

た近隣に大気汚染物質の発生源がなく清廉であると考えら

れていた山岳地域でも大気汚染物質の飛来が観測されてい

ます。 

 私たちの研究グループでは、東シナ海を挟んで中国大陸

と対峙する屋久島（ヤクスギ林、照葉樹林）、霧島（モ

ミ・ツガ林）および綾（照葉樹林）を対象地として、越境

大気汚染物質がこれらの貴重な森林生態系に及ぼす影響を

調査しています。これらの調査地では長期間蓄積されてい

る森林動態のモニタリングデータを活用し、大気汚染物質

の観測データおよび年輪に刻まれた過去の汚染履歴を分析し、衰退について解析を進めています。 

調査の結果、屋久島におけるオゾン濃度は年々上昇し、冬季から

春季に著しく高い濃度が観測されていますが、森林へ直ちに重大な

影響を及ぼすレベルではありませんでした。また、樹木の大量枯死

など顕著な衰退の兆候はみられませんでした。しかし、尾根筋に分

布し林冠層から突出するヤクタネゴヨウは、大気汚染物質の影響を

受けやすく針葉表面が劣化し細胞質成分の溶脱が促進されていまし

た。この状態が続くと絶滅危惧種であるヤクタネゴヨウの衰退が加

速する可能性があります。 

 いずれの調査地においても大気汚染物質に起因すると考えられる

「目に見える森林衰退」は確認されていませんが、受粉環境や生物

間相互作用といった「目に

見えない影響」が既に生じ

ているかもしれません。そ

の場合、越境大気汚染物質

による影響は、次世代以降

の森林生態系の質的劣化と

いった形で顕在化してくる

と考えられます。 

（つづく） 

越境大気汚染物質が屋久島の森林生態系へ及ぼす影響調査 ━第1回━ 

 研究期間：平成21年度～ 

 金谷整一（森林総合研究所九州支所）・永淵 修（滋賀県立大学）・齊藤 哲（森林総合研究所）・ 

 吉田茂二郎（九州大学）・本間知夫（前橋工科大学）・手塚賢至（屋久島生物多様性保全協会）  

●今月号から、現在、屋久島の国有林フイールドを活用し、研究・調査を行っている各研究機関の取り組み
についてご紹介します。（今回の越境大気汚染物質の影響調査は３回シリーズで掲載） 

マテバシイ 

（ブナ科） 
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屋久島の植物 

 

屋久島における大気汚染物質観測地点 

観測の様子（西部ヒズクシ） 

生態系保全センター 

２ 

１ 

３ 

５ 

４ 

６ 

■森林生態系保護地域 
 （保存地区） 
■森林生態系保護地域 
 （保全利用地区） 
□世界遺産地域 

■国有林 

＜大気観測地点（標高）＞ 

１．一湊中学校 (0m) 

２．西部タワー (200m) 

３．西部ヒズクシ (400m) 

４．大川林道万里 (800m) 

５．淀川  (1200m) 

６．黒味岳  (1800m) 
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 屋久杉は巨木で長い年月をかけ成長しているため、

着生する木本類も様々です。川上杉には、マルバヤマシ

グレ、ヤクシマシャクナゲ、ヤマグルマ、ナナカマド、

サクラツツジ、シキミ、ソヨゴ、アクシバモドキ、ハイ

ノキ、ヒカゲツツジ、アセビ、スギが着生しています。 

 川上杉は林道建設の際（昭和48年）、予測線のほぼ

真ん中にあり伐採の予定でしたが、当時の担当者が「巨

杉を守る決心」からルートを変更し保存されました。 

川上杉川上杉川上杉   

 

屋久島生態系モニタリング 

● 樹高：27.0㍍ 

● 胸高周囲：8.9㍍ 

● 樹齢：推定2千年 

● 標高：1280㍍ 

● 場所：ヤクスギランドから安房林道

沿い6.4㌖先（林道上） 

屋久島中央部の植生垂直分布調査（平成24年度） 

●標高1775㍍地点（№４プロット）焼野三叉路付近の湿地 

[プロット及び周辺の植生] 

 泥炭層が 30～ 60 ㌢堆積し、その上にイトススキ－ミズゴケ群集が成立。コドラート内では

ミズゴケ、イグサ、イトススキ、ヤクシマダケ、アセビが斑状に生えている。 

[出現種]  

[植生の変化考察] 

 前々回（H14）、ヤクシカの食害で本数が少なく矮生化し

ていたイグサが、今回は前回に引き続き分布域を拡大し本数

も増加していたが、その草丈は20～30㌢と矮小化したままで

あった。一方、過年度（H22）の花之江河・小花之江河の調

査では、イグサはヤクシカの食害により相当減少していた。

このことより、ヤクシカによる摂食の嗜好性には、年や地域

による差が見られることがわかった。また、花之江河・小花

之江河に生息する「ハベマメシジミ」の生息調査を、前回

（H19)に引き続きこの湿地や平石周辺の沢頭にて実施した

が、生息は確認できなかった。 

アセビ 

アリノトウグサ 

イ（イグサ） 

イッスンキンカ 

イトススキ 

イボミズゴケ 

クロホシクサ 

コケスミレ 

コメススキ 

ツクシゼリ 

ツルリンドウ 

ノギラン 

ハリコウガイゼキショウ 

ヒカゲノカズラ 

ヒメウマノアシガタ 

ヒロハノコメススキ 

フモトスミレ 

モウセンゴケ 

ヤクシマコオトギリ 

ヤクシマシャクナゲ 

ヤクシマショウマ 

ヤクシマダケ 

ヤクシマタチツボスミレ 

ヤクシマニガナ 

ヤクシマフウロ 

ヤクシマホシクサ 

図上：№4プロットの群落横断図 

図下：№4プロットの群落縦断図  


